
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に基づいて活
動する非営利の民間海外協力団体 (NGO)です。1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、
教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food 
for the Hungry International Federation）の一員として、20ヶ国 60の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米の
開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。

飢餓対策ニュース　第 287号　発行日2014 年 5月20日（毎月20日発行）定価15円　

　先月、とても感動的なニュースを聞きました。ベトナムで反
中国のデモ隊が暴徒化し、中国系工場を取り囲み不穏な空
気が流れる中、取り残された６名の中国人を救い出すため、
隣接する日系工場の従業員が機転を利かせ、配達を装い日
本の旗を掲げたトラックで、こっそりと6名を運び出したと
いうのです。色々と政治的な思惑で私たちの思いが右往左
往させられる中、一人の善意が輝きを見せた瞬間でした。
　我が家では今年に入ってから長男に続き次男も海外で暮
らすようになり、親として毎日、子どもの名を挙げて無事を
祈らない日はありません。また同じく昨年より里子となった
ケニアの一人の少女のためにも、朝ごとに妻と祈る時、必ず
名前を挙げて祈ります。特に昨今、飢餓対策ニュースを読む
につけ、海外からの報道を聞くにつけ、これまであまり関心
を持つことがなかったアフリカの国々も、名前を挙げて祈
るようになりました。ナイジェリア、中央アフリカ、マリ、コン
ゴ、南スーダン…等々。遠い国のことだから…。知らなかっ
たから…。自分の家族ではないから…。私たちが祈らず、何
もしない言い訳はいくつもあるでしょう。
　しかしあなたがそれらの国々や、そこに住む人々を覚えて

「名前を挙げて」祈り出したらどうでしょう。あなたはすぐ
にあることに気付くはずです。そうです。あなた自身が変わ
り始めるという経験です。日本国際飢餓対策機構では「わた
しから始める、世界が変わる」という言葉を使いますが、こ
れは決してうわべだけの美辞麗句やスローガンではありま
せん。本当に私やあなたの中で始まる小さな一歩が、やがて
世界を変えると本気で信じるので、誇りをもってそうお伝え
するのです。
　たとえば里子の一枚の写真をあなたが受け取ったとしま
しょう。毎朝、祈りにその子を覚えるうちに、不思議とどん
な暮らしをしているだろう…？家族や友達はいるだろうか
…？学校は…？将来は…？というように興味は関心となり、や
がて愛情へと変わっていきます。あなた自身がその愛に満た
されたなら、今度は誰かにそれを伝えずにはいられなくなる
はずです。そうやって一人から一人へと「愛の輪」が広がって
ゆくこと、それが私たちの願いなのです。
　「あなたを形造った方、主はこう仰せられる。恐れるな。
わたしがあなたを贖ったのだ。わたしはあなたの名を呼ん
だ。あなたはわたしのもの。」（イザヤ書 43：1）

1分間に17人（内12人が子ども）
1日に2万5,000人
1年間では約1,000万人が
飢えのために生命を失っています。

愛の輪が広がるために 日本国際飢餓対策機構　特命大使　近藤高史
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わたしから始める、世界が変わる
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今すぐ
募金が
できます！

◦フィリピン　ワークキャンプ　
　日程：７月 31日㈭～８月９日㈯　費用：16万 8千円　定員：12名
　内容：マニラの貧困地域で子どもの支援をしているフィリピン NGOを訪ねて
　貧困問題を学ぶ。又ミンドロ島、サンアンドレス小学校で建設作業のお手伝い。

◦ウガンダ　ワークキャンプ (※４〜５面に現地情報掲載！）
　日程：８月 18日㈪～ 30日㈯　	 費用：33万 8千円　	 定員：10名
　内容：国際飢餓対策機構ウガンダがナムトゥンバ
　で実施している活動について学び、現地の人々
　と共に、教室建設のお手伝いをします。
※定員になり次第締め切ります。申込みは東京事
務所・福地まで。参加にあたり当機構の会員登録
が必要となります。また未成年者は保護者の同意
書が必要です。お申し込みはお早めに！

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□ 	ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
	 毎月（　　）口	 （１口 1,000 円）
□	 チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
	 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□ 	海外スタッフ・サポーターとして協力します。	
	 毎月（　　）口	 （１口 1,000 円）
□ 	JIFHサポーターとし	て協力します。
　 	毎月（　　）口	 （１口 500 円）
□ 	今回に限り（　　　　　　）円協力します。
□ 	郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□ 	その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

FAX・072-920-2155

現在…
3542口

ハンガーゼロ
サポーターを
大募集中!!

氏
フ リ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フ リ ガ ナ

所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

▼申込日：　  　年 　月  日▼ NL    号

2014夏　海外ワークキャンプの参加者を募集中です▪ 父の日にプレゼントを　　
協力企業キングダムビジネスから　　

　頑張るお父さんに愛を込めて、安らぎの贈り
   物を用意いたしました。
❖人気のレギュラーコーヒー：モカブレンド２袋
❖フェアトレード紅茶：アールグレイ（リーフ）１袋
❖おいしい備蓄食パンの缶詰：オレンジ味１缶
❖素敵なグリーティングカード１枚
合計5 点セット税込2,949 円を税込2,800 円
送料無料でお届けします。

（北海道・沖縄へは別途
600 円ご負担願います）
★先様へ直接お届けをご希

望の際は、お申し込みの時に

請求書の送付先をお知らせ

ください。

【お求め、問合せ先】
㈱キングダムビジネス
TEL：06-6755-4877　FAX：06-6755-4888
電話受付：平日９時〜16 時
Web：キングダムビジネスで検索。父の日プレゼ
ントから。（売上の一部はJIFHに募金されます）

▪８月H
ハンガーゼロ
Zファシリテータートレーニング

　海外での活動をめざす方に特別な学習の
　機会です。ぜひご参加ください！

日時：2014.8/11 ㊊〜8/16 ㊏ 
場所：三滝グリーンチャペル　スマイル館
〒733-0802　広島県広島市西区三滝本町２ １ー０ｰ２４

費用： 30,000 円( 食費、宿泊費、テキスト代込み)
お問合せ： ☎072-920-2225 ( 大阪・吉本)
定員： 12 名

▪ メールマガジン配信を始めました！
　　〜ぜひ登録してお読みください〜
　当機構の活動報告やお知らせ、ブログ更新
情報を毎月１回配信。（緊急情報を臨時配信す
る場合もあります）下記より登録できます。
https://www.jifh.org/mail/

新住所

JCBカードも使えるようになりました！

「かざして募金」はスマートフォンからご利用できます。募金は、ソフトバンクモバイル（株）経由となります。詳しくはウエブサイトをご覧ください。

ハンガーゼロ
で検索！

5月カンボジア里親訪問ツアーの一コマ（６面に記事）
広島で
初開催
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　現在世界里親会の支援を受け
ている子どもは、リオカイネセ
ンーで204人、アサワニセンター
で123人です。現地では子ども達
や地域のリーダー、家族、教師の
皆さんと交流することができまし
た。ボリビア第３の都市、コチャ
バンバからそれぞれのセンターへ
は車で３〜４時間の道のりです。
途中標高4,200mの厳しくも雄大
な自然を超えて、酸素不足を感じ
ながら目的地に到着。私たちを迎
えてくれたのは陽気なアンデスの
音楽と色彩豊かな民族衣装に身を
包んだ子ども達の笑顔でした。丁
度「子どもの日」のイベントが行
われていました。
　４月12日は「子どもの日」
で、ボリビア全土で子ども達の成
長をお祝いします。各センターで
のイベントは、国旗掲揚、国歌斉
唱、そして校長先生より「子ども
の日」のいわれの説明と「子ども

の権利条約」（ユニ
セフ）の唱和をもっ
て始まりました。プ
ログラムは、幼稚園
児から高校生に至る
生徒達のダンスや、
スキット（寸劇）な
ど、普段学んでいる
事柄やテーマを彼ら
なりに表現していま
した。
　JIFHは生徒全員にノート、鉛
筆、色鉛筆、定規、バインダーな
どの文房具を寄贈しました。１冊
のノート、１本の鉛筆、それを手
にした生徒達の笑顔に、日本の里
親さんをはじめ多くの人々に支え
られて勉強できる喜びを見る思い
でした。イベント終了後、各セン
ターの里子数名にインタビューし
ました。冒頭の言葉はその里子た
ちの感謝の思いが詰まった言葉で
す。「将来の夢は教師になるこ
と」、「大統領になること」など
大きな夢を語ってくれました。

日本語で読んで！

　一人の男の子は急いで家に帰っ
て里親さんからの手紙を持ってき
てくれました。すでにスペイン語
に訳されて手元にあるけれど、

「原文の日本語で読んで」とせが
まれ、派遣スタッフの小西がゆっ
くりと読む里親さんの祈りとあた
たかい思いが詰まった文章に笑顔
で聞き入るその姿から、里親さん
の存在がこの子にとってどれほど
大きな支えと希望になっているか
を知りました。
　継続して勉学できることで一人
一人の子ども達が変えられてゆく
姿から、その家族や村の大人達も
また教育の重要性を知り、子ども
に対する意識が変革されること
が、その村全体を変えていく鍵と
なります。村の人々と現地駐在の
小西を始めFHボリビアのスタッ
フが良い関係を築き上げることも
大切です。皆様の継続したご支援
をよろしくお願いします。
　今回の訪問のご報告の続きは来
月号でさせていただきます。
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●ボリビアでは 20 人の子どもたちのチャイルドサポーターさんを募集しています。お申し込みは世界里親会（大阪）まで●アフリカの飢餓問題を解決するための「ハンガーゼロ・サポーター」を募集しています。毎月 1,000 円（１口）

　マリの首都バマコから400㎞の
地域の村に住む牧師エノック・コウ
リバリーさん（65歳）は、「食料危
機の中、政府からは援助がなく村
の80％の人々が空腹でした。お米
の袋をいただいた時、遠くに住む
方々が私たちのことを心配してく
ださり、また苦しみを分かち合って
くださっていることを知って本当
に嬉しいです。これはこの30年間
で初めての経験です。」と語りまし
た。

深刻な食糧危機

　マリ共和国は西アフリカの内陸
国で、７つの国と国境を接し、南に
ニジェール川、西にセネガル川が流
れ、北にはサハラ砂漠の大地が広
がっています。北部の砂漠地帯で
は降雨量が極めて少なく、一方南部
では年間降雨量は700㎜を超えま
す。人口の80％は気候変動に左右
されやすい昔ながらの農業と漁業
に依存し、国連の人間開発指数は
187ヵ国中175位（日本は12位）で
アフガニスタンやエチオピアより低
いレベルです。
　2011年頃からの西アフリカの
サヘル地域一帯の旱魃により穀物
類をはじめとする収穫量が激減、

食料価格の高騰が追い討ちをかけ
て、マリではここ数年深刻な食糧危
機に陥っています。

過激派による迫害が拡大

　さらに北部地域においてはイス
ラム過激派によって、非イスラム
の人々の虐殺、レイプ、ベールをか
ぶることの強制などが行われ、武
装した暴徒が住民の家々を荒らし
教会を破壊して回りました。そのた
め50万人が襲撃から逃れるために
故郷を離れ、多くの人々が首都バ
マコに逃れました。2013年１月に、
もと宗主国のフランスがマリ北部
に介入して紛争は収まったかに見
えましたが、武装勢力は砂漠やあ
ちこちに隠れて次の襲撃の準備を
している模様です。
　そのような中、当機構のパート
ナー団体バルナバス・ファンドは、バ
イブル・ソサエティ・オブ・マリと協

力して、2013年末までに9.4トンの
穀物（とうもろこし、米）の食料支
援、避難民のための住居、保健衛
生用品、子どもの教育、貧困地域に
ある教会堂の修繕や地域リーダー
のトレーニングを行い、JIFHもそ
の一部を支援しました。
　アフリカには、このように長年に
わたって食料不足に悩む人々がた
くさんおられます。支援の届かな
いところに愛の手をさしのべるに
は、皆さまのご協力が必要です。
あなたもサポーターとなって、ハン
ガーゼロ・アフリカ運動にぜひ参加
してください。
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首都：バマコ
人口：172万人（2009年）
民族：バンバラ、ブル、マリンケなど23以上
言語：フランス語（公用語），バンバラ語等
宗教：イスラム教（90％），伝統的宗教，キリスト教（4％）
産業：農業（綿花，米，ミレット，ソルガム），畜産，鉱業（金）
1人あたりGNI（2011年，世銀）：610ドル（日本　45,180ドル）
５歳未満児死亡率：世界第3位（日本184位）
平均余命：51歳（日本83歳）

避難民への支援を実施

里親さんの励ましが子どもの心を支える

マリ共和国

ボリビア多民族国

●バマコ
　Bamako

マリ共和国
Republic of Mali

色は左から緑・黄・赤

配給のために食料を袋詰め

食事を待つ間に遊ぶ子どもたち届けられた穀物を運ぶ様子

「里親さん、僕の勉強を支えてく
れてありがとう」「私が夢を追い
続けるのを支えてくれてありがと
う。」さる4月8日〜23日、田村
治郎啓発総主事がJIFH支援活動地
の一つ、南米ボリビア多民族国で
の世界里親会の活動現場を訪問し
た報告です。
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ウガンダ・カサーレ小学校教室建設募金は、一口 5,000 円からです。郵便振替は 00170-9-68590 日本国際飢餓対策機構　「ウガンダ学校建設」と必ずご明記下さい。ウエブサイトからクレジットカードで今すぐ募金ができます。

　ウガンダ・ナムトゥンバのマガダ
地区にあるカサーレ小学校は、チャ
イルドサポーターの皆さんが支援し
てくださっている世界里親会マガダ
地区の里子たちが通っている学校で
す。
　ナムトゥンバ地域は小学校レベ
ル、セカンダリーレベル共に教育環

境が整っておらず、ウガンダ国内で
も底辺に位置しています。この学校
には１年生から７年生まで508名の
生徒が学んでいますが、すべての生
徒を９人の先生が教えています。し
かし、教室が２つしかなく、１、２年
生、６、７年生の280人がその教室を
使っています。一方３、４年生と５年

生の228名は教室に入れないので外
の木陰で勉強している状態です。

雨と砂ノミに悩む子どもたち

　里親さんの支援を受けて張り切っ
て学校に通ってくる子どもも、木の
下では雨が降れば勉強できません。
特に雨季の３月から６月、11、12月に
外で勉強するのは難しい状態で、仕
方なく家に帰っています。また机や
椅子が雨ざらしになるため、傷みが
ひどく壊れたままのものがたくさん

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

あります。
　外で勉強するのを避けたいもうひ
とつの理由は、この地域には多くの
砂ノミが生息していて、素足でいる
とかまれる危険があることです。こ
のノミは、はじめは体長１㎜ですが、
メスのノミが足の裏やつめの周りに
食い付いて皮膚の中に入り込み、血
を吸って卵をはらんで１㎝くらいに
成長します。非常に傷みを伴うもの
で、掻くと化膿して潰瘍化します。子
どもは血を吸われるので死に至る場
合があります。切開してノミを取り
出す必要がありますが、このノミに
刺されるのを予防するためにも床の
ある校舎が必要です。

地域の人々がレンガを寄贈

　カサーレ小学校に通う子どもたち
のために、JIFHはこの学校の教室の
建設を支援することになりました。

FHウガンダが教室建設計画と建設
用のレンガの提供を地域の人々に呼
びかけたところ、すでに2,000個以
上集まっていて５月末には２万個集
まるだろうということです。
　地域の人々と子どもたちの将来に
対する期待に応えるために、皆さま
のご協力を是非お願いいたします。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　カサーレの95％の家庭は農業で生計を立てていま
す。非効率な農法で生産量が少ない上、現金収入を得
るためにそれを売却するので、家族が食べるものが十
分になく、栄養失調になっている人が多い状態です。
子どもも幹線道路に出てマンゴやオレンジなどを売っ
て生計の足しにしています。また子どもや妊婦にマラ
リヤの感染が多いので対処が必要です。
　学校では給食はなく、とうもろこしの粉を提供で
きる保護者の子ども（280人）だけ、提供された粉で
作ったおかゆをお昼に食べることができます。残り半
数の子どもは昼食ぬきか、家が近い子は何か食べに家
に帰ったり、学校を出てマンゴやジャックフルーツなど
の果物を取りに行ったりして飢えをしのいでいます。
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子どもたちにぜひ教室を！

人口：7,300人　90％が農業（貧困率49％）
　　　学齢期の子ども数　3,139名　
住：トタン屋根とレンガの家が多数
水：水源までの距離は平均3.3㎞
トイレ：ほとんどなく外の茂みで用足し
（そのためコレラ、赤痢、下痢、寄生虫が発生）

ナムトゥンバ・マガダ
地区の人々の生活環境

　8月18日から30日のウガンダ
ワークキャンプではこの学校の
教室建設のお手伝いもする予定
です。参加してくださる方を募集
中、定員は10名です。作業は男
女に関係なくできます。
　参加費用：３３万８千円
　申込みは、東京事務所まで　

カサーレ小学校
建設の手伝いを
しませんか！

2014夏の
ワークキャンプ
参加者募集中！

ウガンダ・カサーレ小学校
教室建設プロジェクト募金

1口 5,000円
目標1,000口

ご協力お願いいたします！

ウガンダ・カサーレ小学校教室建設プロジェクト

教室建設のために地域の人々から寄贈された日干しレンガの前で

砂ノミに悩まされる子どもの足



　アンコールワットで有名なカン
ボジア第二の都市シェムリアップ
から北西へ車で約２時間、支援活
動を行っているアンロンベン地区
に到着します。そこからさらにタ
イ国境近くまでもう数十分北へ移
動したところにあるスラッチュー
ク村、サンタピアップ村、トゥー
ルサラー村での式典に参加しまし
た。日よけテントが建てられた会
場にはたくさんの村人が集まって
いました。
　式典では村の方々がお祝いの歌
や伝統的なダンス、勉強会の学び
の様子を寸劇で披露してください
ました。教育・保健衛生・貯蓄グ
ループ・農業（畜産）、それぞれ
の分野におけるリーダーへと成長
した皆さんの感謝のスピーチがあ
りました。『支援をしていただい
たこと全てに感謝しています。私

たちが変わるチャンスを与えてく
ださいました。日本のサポーター
の皆さんは７年間に亘る支援の約
束を全うしてくださいました。本
当にありがとうございました』。
またFHカンボジアと当機構の代
表からの励ましのメッセージも伝
えられ、集ったみんなの心がひと
つになって喜びを分かち合えたこ
とは非常に幸いでした。

感極まって言葉が…

　午後には、サポーターの皆様が
心待ちにしていた里子の家庭訪問
を行いました。写真付の成長報告
書や手紙を手にしながら、『聞き
たいことがたくさんありすぎてど
うしよう。緊張してきた。でも早
く会いたい。』と皆さん期待にあ
ふれておられました。実際に顔を
合わせると、感極まってただただ

里子を見つめて、なかなか言葉が
出てきません。里子も驚きと緊張
でずっと恥ずかしそうな様子でし
た。
（参加者の感想は、追って飢餓
対策ニュースでお知らせ致しま
す。）
　FHカンボジアは「地域と共に
歩む」をモットーに活動を進めて
きました。アンロンベン地区の活
動を終えた後、引き続き新たに
シェムリアップ州北東部のスバイ
ルー地区で活動を始める準備を進
めています。

◎●◎●◎●◎●◎
　ぜひチャイルドサポーターに
なって、カンボジアの将来を担う
子どもたちへの教育と、人々が自
立に向かうための支援活動にご協
力をお願いします。

　東日本大震災で多大な被害を
受けた宮城県気仙沼市。私たちも
物資を運んだり、津波被害の片づ
けのお手伝いをしたり、親善大使
と共にコンサートに訪れたりして
いる地です。その気仙沼に、息子
さんとの約束を果たした一人の男
性がおられます。

　千葉清英さんは、震災でご家族
を亡くされ、唯一無事であった息
子さんと、気分転換のために岩手
県奥州市のバッティングセンター
に出かけた際、「気仙沼にもバッ
ティングセンターがあるといい
ね」との息子さんの言葉からセン
ター建設を決意。
　2012年３月からご自身が経営
する牛乳販売店で「希望ののむ
ヨーグルト」や「潮騒ダー」（写
真）を販売し、売上金を建設資金
に充ててきました。
　約束のバッティングセンターは、
今年３月30日に地元の大きな期

待を受けてオープン。
　しかし、利用者対応のためのス
タッフ詰所までは準備できなかっ
たという話を伺い、当機構で事務
所用プレハブを支援させていただ
きました。
　千葉さんは「自分だけの利益で
はなく、センターを通じて、地域
に恩返しができればと思っていま
す。」とお話をしてくださいまし
た。

幅広い世代で賑あう

　私がお伺いしたのは、4月14日
月曜日の夕方でしたが、小１時間
の間にも、小学生、中高生、仕事帰
りの大人たちが、続々と集まって
きました。
　週末には、ロビーで人が溢れか
えり、人の行き来ができないほど
になっているとのことでした。た
くさんの方々が待っていた施設で

あることが、うかがえました。セン
ターには７台のピッチングマシン
が設置されています。一部分は車
いすの方も利用できるように、設
備を整えていく予定とのこと。

児童合唱団の歌声も響く

　その希望のバッティングセン
ターをお借りして、５月17日に、大
阪府八尾市グレース宣教会のシ
オン児童合唱団の子どもたちと、
ハンガーゼロ特別大使秋元義彦氏
（パン・アキモト）らの応援イベン
トが開かれました。
　８才から15才まで12名の子ど
もたちは、「生命の奇跡」「唱歌メ
ドレー」を披露し、最後は、来場
者と共に「ビリーブ」を合唱しま
した。合唱の後は、パン・アキモト
チームの熱々揚げパン200個が振
る舞われ、子ども大人も笑顔いっ
ぱいに頬張っていました。
　シオン合唱団とパン・アキモト
チームは、この後登米市南方と南
三陸町で同様のイベントを行い、
東北の方々に笑顔をお届けしまし
た。

（報告：東北事務所・伊東）
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●東日本大震災被災者支援は継続しています。募金の際は「東日本大震災」と指定ください。ウエブからも募金できます

気仙沼フェニックス
バッティングセンター

被

災
者支援レポー

ト

東日本
大震災 気仙沼に打球

の快音響く

千葉清英社長と小野寺教洋店長

　「チョムリアップ　スオ（こんにちは）！」大阪事務所の世界里親
会担当の山田です。日ごろは世界の飢餓･貧困と闘う子どもたちの支
援にご協力くださり感謝いたします。このたび国際飢餓対策機構（以
下、FH）カンボジアにおける世界里親会の「教育・自立支援活動」を
７月に終えるにあたり、この地域の子どもをサポーターとして支援を
続けてくださった皆様と現地を訪問して参りました。一行は元当機構
スタッフでこの地の活動の立ち上げに関わった浜名基弘・マリヤ夫妻
（現在は宣教師としてタイ在住）を含め11人でした。記念式典と里子
訪問の様子を報告させていただきます。

里子とともに迎えた喜びの記念日

世界里親会 里子訪問カンボジアツアー　[5月12ｰ17日]


